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InSARで捉えた集中豪雨その2 : Azimuth offsetデータに基づく電離層モデルの推定
Concentrated heavy rain detected by InSAR Part2 : Ionospheric model estimated from
azimuth offset data
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L-band SARやGPSのような低周波マイクロ波を使った宇宙測地技術にとって電離層の影響は非常に大きい.電離層の
影響は周波数依存性があることから, GPSでは 2周波観測によってその影響をほぼ取り除くことができる.しかし基本的
に単周波観測しか行われていない SARの場合,電離層の影響を地殻変動や対流圏遅延等と分離することは出来ない.それ
ゆえ L-band SARでの電離層の影響を補正することは必要不可欠な問題である.
前回の発表 (木下ほか,日本測地学会第 114回講演会)では,我々は InSARデータに見られる局所的シグナルに対しこれ

が対流圏遅延によるものであることを調べるために,別の InSARデータやOffset tracking (Pixel offset法)の azimuth成分
を用いてシグナルの要因の検証を行った.結果,シグナルは地殻変動でも DEMの誤差によるものでもないことが分かっ
た.ただ,このシグナルはおそらく電離層の影響では無いであろうが,その可能性を完全に否定することは出来なかった.
電離層による影響ではないことをはっきりさせるためには,電離層の影響に対する何か別のアプローチが必要である.

SARの電離層の影響がOffset trackingの azimuth成分に筋状 (azimuth streaking)で現れるということをGray et al. (2000)
は世界で初めて報告した. Offset trackingは SARの振幅データを二つ使って地殻変動を検出する手法である.その後Meyer
et al. (2006)は azimuth streakingがマイクロ波の経路上にある総電子数 (TEC)の差 (dTEC)の勾配に比例しているという
ことを報告した.これはWegmuller et al. (2006)にも同様の手法が記されている. Meyer et al. (2006)による関係に基づき,
Raucoules and Michele (2010)はMeyerの補正手法を 2008年四川・文川地震のシグナルを含む InSARデータに適用し,そ
の有効性を示した.
この手法に基づき,我々も InSARデータの電離層補正を試みた.この補正方法は以下の手順で行う; 1) Offset trackingで

azimuth成分の変位量を計算する; 2) azimuth offsetデータを azimuth方向に沿って数値積分し, InSARデータの dTECモ
デルを計算する; 3)このモデルを係数倍し,バイアス値を加えて InSARデータに最もよく合うように最小二乗法で係数
とバイアス値を決めて InSARデータから引く.我々は二つの InSARデータでこの手法の有効性を検証した.選んだデー
タの地域は十勝岳を含むデータと新潟周辺のデータで,どちらも InSARデータに強い電離層の影響が見られ,それぞれの
azimuth ohhsetデータには azimuth streakingがはっきりと見て取れる.補正の結果,どちらの InSARデータでも有効な補
正がなされた.この結果を踏まえ,先程の局所的シグナルを含む InSARデータにもこの手法を適用した.講演ではこれら
の結果を報告し,補正の有効性について考察する.
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